
 

平成２７年 第２回 筑前町議会定例会 

 

一 般 質 問 通 告 書 
 

 

１日目 
６月２４日（水）１０：００開始 

 

 1 ページ・・・・一木 哲美 議員 

 

２ページ・・・・深野 良二 議員 

          

３ページ・・・・福本 秀昭 議員 

 

４ページ・・・・横山 善美 議員 

 

５ページ・・・・石丸 時次郎 議員 

 

 

２日目 
６月２５日（木）１０：００開始 

  

６ページ・・・・川上 康男 議員 

 

７ページ・・・・梅田 美代子 議員 

 

８ページ・・・・奥村 忠義 議員 

 

９ページ・・・・山本 一洋 議員 

 

１０ページ・・・・桒野 光雄 議員 

 

  

３日目 
６月２６日（金）１０：００開始 

 

１１ページ・・・・河内 直子 議員 

 

１２ページ・・・・田中 政浩 議員 
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質 問 順 位 第  １  番 議席番号 １３番 質問者名 一木 哲美 

件      名 要         旨 

 

１．地方創生と人口増対策について 

 

 

（１）町営住宅建設事業と入居者について 

地域活性化にむけて、夜頇地区第３期町営住宅を、山麓沿線に建設する検討

を求めたいが。また、人口増へむけて、町外等からの子育て若者入居要件拡

大への取り組み検討を求めたいが。 

 

（２）婚活支援事業について 

結婚・子育て・人口増へむけた婚活支援の状況は。また、今後も推進が必要

と考えるが。 

 

（３）就職活動支援について 

定住人口増に向けた就職（求職・求人）支援を、町がサポートすべきと考え

るが。 

 

 

 

 

 

                               答弁者  町  長 

長  
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質 問 順 位 第  ２  番 議席番号 １番 質問者名 深野 良二 

件      名 要         旨 

 

１．生活困窮者自立支援法について  

 

 

 

 

（１）生活困窮者自立支援法を実効あるものにするための方策として、進捗状況と 

周知及び体制、職員研修について。 
  

 

 

 

 

                             答弁者  町  長 

 

２．民生委員協力員制度について  

 

 

 

 

 

（１）民生委員の負担軽減と新たな地域福祉の担い手の掘りおこしを目的に、民生 

委員の活動を補佐する「民生委員協力員」制度を創設したらどうか。 

 

 

 

 

 

                        答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ３  番 議席番号 １１番 質問者名 福本 秀昭 

件      名 要         旨 

 

１．まちづくり問題 

 

 

（１）財政健全化について 

①筑前町も合併１０年となり、交付税の削減が見込まれる中で財政健全化の基 

本的な考えは述べているが、限りある自主財源の現状を踏まえた検証が必要 

ではないか。 

②５ヵ年間で財政指標の数値を抑え込むことはできるのか。 

③予算編成時には財政健全化を基本に進めていると思うが、職員に十分浸透し 

ているのか。 

 

（２）防犯灯について 

  ①防犯灯は夜間の犯罪や事敀を未然に防止し、安全・安心な街づくりのために 

   大きな役割を果たす。防犯灯整備状況は。 

  ②防犯灯設置要望の基準は。 

  ③防犯灯の年間要望数は。また、今後の要望増加に対応しきれるのか。 

 

答弁者  町  長 

 

２．健康推進問題 

 

（１）高齢者の活動支援を 

  ①４人に１人が高齢者という超高齢社会にあって、高齢者にとって最も望まし

いのは介護のいらない状態にあることである。高齢者が健康で自立し、活力

を持って生きることが社会全体の元気につながり、一人ひとり自立への意思

こそがまず大事なことである。高齢者を対象にした支援活動の内容は。また、

町は助成できているのか。 

  ②地方創生事業の健康増進において、高齢者も積極的に取り込むように推進す

べきでは。 

                        答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ４  番 議席番号 ３番 質問者名 横山 善美 

件      名 要         旨 

 

１．農業・農地の現状について 
 

（１）本町の基幹産業である農業・農地の推移と現状把握はできているのか。 

（耕作従事者・耕作面積） 

 

（２）筑前町農業委員会平成２７年度の活動計画資料によると、遊休農地が 1.8ha

となっているが、具体的な活動推進計画は。 

 

答弁者  町 長 

                              

 

２．未利用の建物の現状について 
 

（１）町有建物で、現在利用されておらず、今後とも利用の予定がない放置された 

建物の現状把握はできているか。 

 

（２）老朽化が進んでいる建物については解体撤去が必要と考えるが、その時期は。 

また、跡地利用計画はできているのか。 

 

答弁者  町 長 

 

 ３．空き家対策の取り組みについて 
 

（１）周辺に危険や迷惑を及ぼす空き家の解消を図るために、空き家対策特別措置 

   法が本年５月２６日から全面施行となった。立ち入り調査や情報利用など、 

   市町村長に強力な権限が与えられる事となったが、本町での取り組みは。 

 

 

                        答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ５  番 議席番号 ７番 質問者名 石丸 時次郎 

件      名 要         旨 

 

１．高齢者支援対策について 

   

 

（１）交通弱者対策について 

  ①本年度からタクシー券事業が廃止となったが、どのような検討がなされたの

か。 

  ②対象者の３５パーセントが利用している本事業は、必要な事業と推察する

が。 

  ③今後、交通弱者数は確実に増大する。これまでの調査・研究を踏まえ、対応

策を急ぐべきと考えるが。 

 

（２）買い物弱者対策について 

  ①高齢化社会を迎え、買い物弱者対策は、今後町の重要な課題と考える。町は

そったく基金事業に取り組んでいるようだが、内容は。 

  ②対象者の実態調査を含め、具体的な研究等に着手すべきと考えるが、見解を。 

 

 

答弁者  町  長 

 

 ２．安心・安全な学校施設について 

 

（１）三輪中学校体育館の建て替えについて 

  ①築４０年を経過した三輪中学校体育館の現在の状況は。また、子どもたちの

安全面に問題はないか。 

  ②災害時の避難施設としての機能を持つ、体育館建設を急ぐべきでは。 

 

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 
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質 問 順 位 第  ６  番 議席番号 １０番 質問者名 川上 康男 

件      名 要         旨 

 

１．本町の基幹産業である農業の振興に 

ついて 

   

 

（１）土地利用型農業（米・麦・大豆）における平成２６年度の農業収入は減尐し 

ているが、その実態と町税への影響は。 

 

（２）米価が下落している中、農林水産省はＪＡと一体で飼料用米や大豆の生産拡 

大にむけて重点県を地方行脚している。本町は大豆の生産拡大に取り組むべ 

きと考えるが。 

 

（３）畑作物である大豆・麦は排水対策が重要であり、本町も排水対策に取り組ん 

でいるが、本年度の取り組みの現状はどのようになっているのか。 

 

（４）農地中間管理機構を創設し、農地利用の集積・集約化に国は取り組んでいる 

が、利用率は全国で５％、福岡県は１％である。本町の実態はどのようにな 

っているのか。 

 

（５）農地集積バンクの活動を軌道に乗せるため、実績に応じて予算配分を今後検 

   討すると報じているが影響はないのか。対策は考えているのか。 

 

 

 

 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ７  番 議席番号 １２番 質問者名 梅田 美代子 

件      名 要         旨 

 

１．住民生活のセーフティーネットに 

ついて 

   

 

（１）生活困窮者自立支援について 

生活困窮者自立支援法を受けて町が実施する具体策は。 

① 町民への周知・啓発、相談窓口設置、個別支援プランの作成等 

② 関係者・機関への説明・協力体制 

 

 

（２）子どもの貧困対策について 

  ① 気になる子どもや家庭の存在等の把握および支援の現況は。 

  ② 今後のさらなる施策は。 

 

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 

 

 

２．男女共同参画政策の推進について 

 

（１）第２次プランに基づく、平成２６年度の実施状況、成果と課題は。 

 

（２）基本目標Ⅱ「男女がともに支え合う町づくり」についての具現化は。 

 

（３）第３次プラン作成について。 

 

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 
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質 問 順 位 第  ８  番 議席番号 ５番 質問者名 奥村 忠義 

件      名 要         旨 

 

１．空き家対策について 

   

 

特別措置法が施行されたが、筑前町の空き家対策について 

 

（１）昨年の 12 月定例会で地方創生を兼ねたところで、定住促進を視野に入れな

がらの新しい組織が必要と答弁があった。 

 

  ① 特別措置法が施行され、その後の進展は。 

 

  ② 条例の制定を設ける予定があるならば、期日はいつ頃か。 

 

 

 

（２）戸別対策として、区長に相談しながら戸別訪問を試みては。その為にも、専

任職員を配置して取り組むべきだと考えるが見解を。 

 

 

 

 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ９  番 議席番号 ４番 質問者名 山本 一洋 

件      名 要         旨 

 

１．本町の基幹産業である農業の振興に 

ついて 

   

 

（１）力強い農業振興を目指すために 

 

① 担い手の現状と後継者育成は。 

 

② 営農組織・法人化等の現状と課題は。 

 

③ 遊休農地や耕作放棄地の現状と課題は。 

 

 

 

答弁者  町  長 

      

 

 ２．学校教育について 

 

（１）地域との連携による更なる教育の充実にむけて 

 

  ① 学校現場における教職員の現状は。 

 

  ② 中学校部活動における地域指導者の活用は。 

 

 

 

答弁者  教 育 長 
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質 問 順 位 第  １０  番 議席番号 ８番 質問者名 桒野 光雄 

件      名 要         旨 

 

１．ふるさと納税について 

   

 

（１）現状は。 

    ①件数 

    ②金額 

 

（２）周知、使途は。 

 

（３）納税者の声は。 

 

（４）将来の課題、展望は。 

 

 

 

答弁者  町  長 

 

 

２．健康推進について 

 

 

 

 

（１）医療費高騰の対策は。 

 

（２）低圧ルームを設置してはどうか。 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  １１  番 議席番号 １４番 質問者名 河内 直子 

件      名 要         旨 

 

１．子ども達を取り巻く問題について 

   

 

（１）各小・中学校の給食費。次年度への繰り越しが非常に多い。値下げすべき 

   では。 

 

（２）子ども・子育て新システムで保育料の徴収はどうなるのか。町の徴収責任は。 

 

（３）子育て支援の一環として学童保育の時間帯を見直すべきでは。 

 

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 

 

 

２．暮らしを取り巻く問題について 

 

 

 

 

（１）産業廃棄物（アスファルト）の放置・生い茂った樹木・野焼き（麦畑）・空

き地の草刈り等への指導はどうなっているのか。 

 

（２）住宅リフォーム助成制度が、随分、好評のようだが、申請者全てに行き渡る

よう補正予算で対応すべきでは。継続の考えは。 

 

（３）常設サロンが盛況のようだが、反面、既存の敬老館のほうは閑古鳥が鳴いて

いる。何か手立ては考えているのか。めくばり館にも常設サロンをという声

もあるが考えは。 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  １２  番 議席番号 １５番 質問者名 田中 政浩 

件      名 要         旨 

 

１．まちづくりについて 

   

 

 

 

（１）マイナンバー制度について 

   ①町民にどのように周知する予定なのか。 

   ②利用できるまでのスケジュールは。 

 

（２）ふるさと納税について 

   ①筑前町ホームページにおいて、カードクレジット決済の仕方がわかりに 

    くい。  

   ②お礼の品物が数年前から同じようだ。今後増やしていく考えは。 

 

（３）筑前町の入札制度について 

   ①平成 27 年４月２８日付の総務省・国土交通省からの通達事項につい 

て、町としての今後の対応は。 

 ②本町は、なぜ入札前に予定価格を公表しないのか。 

 

（４）平成２５年１２月議会、一般質問の追跡調査 

   「安野地区暗渠
あんきょ

排水（用水路）について」 

   ①今までの対応は。 

   ②今後の対応は。 

 

 

                        答弁者  町  長 

 


